
日
本
語
の
文
字�

2

漢
字
の
起
源
─
─
六
書�

2

漢
字
の
伝
来�

4

日�

本
語
を
漢
字
で
表
現
す
る�

─
─
万
葉
仮
名
・
平
仮
名
・
片
仮
名�

5

い
ろ
は
歌
と
五
十
音
図�

7

く
ず
し
字�
9

明
治
以
降
の
国
語
施
策�
9

本
の
形
態
と
日
本
語�
12

は
じ
め
に
　
　

第
一
章

こ
と
ば
の
あ
ゆ
み�

結
ひ
の
古
典
も
く
じ



第
二
章

こ
こ
ろ
を
託
す
歌�

や
ま
と
う
た
の
始
ま
り�

18

古
今
和
歌
集
仮
名
序�

18

古
今
和
歌
集
真
名
序�

21

万
葉
集�

22

古
今
和
歌
集�

24

和
歌
の
才�

25

十
訓
抄（
上
巻
）
─
─
小
式
部
内
侍
の
歌
才�

25

和
泉
式
部
日
記
─
─
夢
よ
り
も
は
か
な
き
世
の
中�

26

沙
石
集（
五
巻
末
）
─
─
歌
故
に
命
を
失
ふ
事�

28

新
古
今
和
歌
集
（
恋
一
）　
忍
ぶ
恋�

30

漢
籍
の
受
容�

31

枕鳥
の
そ
ら
音

草
子
（
第
一
三
〇
段
）�

31

鶏
鳴
狗
盗
（『
十
八
史
略
』
巻
一
）�

33

梧音
を
知
る桐の

日
本
琴
（『
万
葉
集
』
巻
五
・
八
一
〇
）�

34

知
音
（『
呂
氏
春
秋
』
孝
行
覧
）�

35

湯矩
を
こ
え
ず

山
三
吟
百
韻�

36

論
語�
36

残江
南
の
春雪（『

山
の
井
』
春
・
五
八
）�
38

江
南
春
絶
句
（『
三
体
詩
』）�

38

本
歌
取
り
・
本
説
取
り
の
世
界�

39

近本
歌
取
り
と
は

代
秀
歌�

39

六本
説
取
り
と
は

百
番
歌
合�

41

新ま
つ
ほ
の
浦

勅
撰
和
歌
集�

43

千深
草
の
里載和

歌
集�

45

新春
の
夜
の
夢
の
浮
橋

古
今
和
歌
集�

46

新志
賀
の
浦
の
残
月

古
今
和
歌
集�

48

新鈴
鹿
山古

今
和
歌
集�

49

西
行
物
語
（
上
巻
）　
伊
勢
参
り�

50

水山
本
霞
む無瀬

三
吟
百
韻�

51



伊
勢
物
語�

56

初
冠
（
初
段
）�

56

西
の
対
（
第
四
段
）�

58

芥
河
（
第
六
段
）�

58

東
下
り
（
第
九
段
）�

60

筒
井
筒
（
第
二
三
段
）�

62

狩
の
使
（
第
六
九
段
）�

64

源
氏
物
語
（
桐
壺
巻
）�

70

光
源
氏
の
誕
生�

70

「
長
恨
歌
」
楊
貴
妃
と
の
対
比�

72

長
恨
歌
（『
白
氏
文
集
』
巻
一
二
）�

74

源
氏
物
語
（
葵
巻
）�

76

車
争
ひ�

76

葵
上
（
謡
曲
）　
怨
霊
の
登
場�

79

源
氏
物
語
（
若
菜
上
巻
）�

82

女
三
の
宮
の
降
嫁�

82

唐
猫
の
綱�

84

枕
草
子
　
上
に
候
ふ
御
猫
は
（
第
七
段
）�

87

源
氏
物
語
（
浮
舟
巻
）�

89

右
近
の
話
・
東
国
の
悲
劇�

89

大
和
物
語
　
生
田
川
（
第
一
四
七
段
）�

92

源
氏
物
語
（
手
習
巻
）�

95

手
習
ひ
を
の
み�

95

徒
然
草
　
つ
れ
づ
れ
な
る
ま
ま
に
（
序
段
）�

97

第
三
章

歌
か
ら
生
ま
れ
る�

�

物
語

第
四
章

物
語
の
深
化
　



史
　
記�

102

四
面
楚
歌
（
項
羽
本
紀
）�

102

項
王
自
刎
（
項
羽
本
紀
）�

104

古
事
記�

106

神
々
の
婚
姻
と
国
生
み
（
上
巻
）�

106

大
　
鏡�

109

雲
林
院
の
菩
提
講
（
序
）�

109

南
院
の
競
射
（
太
政
大
臣
道
長
）�

112

徒
然
草
　
或
人
、弓
射
る
事
を
習
ふ
に
（
第
九
二
段
）�

114

方
丈
記�

115

ゆ
く
河
の
流
れ�

115

酒
呑
童
子
（
渋
川
版
）�

117

平
家
物
語�

123

祇
園
精
舎
（
巻
第
一
）�

123

知
章
最
期
（
巻
第
九
）�

124

先
帝
身
投
（
巻
第
一
一
）�

127

能
登
殿
最
期
（
巻
第
一
一
）�
130

笈
の
小
文
　
須
磨
・
明
石
の
旅
（
上
巻
）�
134

�

和
歌
と
歌
人
の
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
化
『
百
人
一
首
』　
53�

桜
さ
く
日
本
、桜
ち
る
日
本

　
54

�

恋
の
き
っ
か
け
？ 

自
然
保
護
？ 

─
─
鷹
狩
の
横
顔
　
66�

最
古
の
物
語
？  『
竹
取
物
語
』　
67�

文
豪
も
愛
し
た
古
典
文
学
　
68

�

五
感
で
楽
し
む
物
語
　
98�

古
典
作
品
か
ら
の
再
創
造
　
99�

前
近
代
の
推
し
グ
ッ
ズ
!?
古
典
の
意
匠
　
100

揺
れ
続
け
る
日
本

　
137�

史
実
、物
語
、そ
し
て
二
次
創
作
へ

　
138

�

腹
下
し
に
ア
カ
エ
イ 

─
─ 

日
本
と
東
洋
医
学
　
174�

古
典
籍
×
デ
ジ
タ
ル
技
術
で
拓
か
れ
る
可
能
性
　
175

コ
ラ
ム

第
五
章

歴
史
を
編
む
　



viii

雨
月
物
語�

140

浅
茅
が
宿
（
巻
之
二
）�

140

仁
勢
物
語�

145

第
一
段�

145

第
九
段�

146

第
二
三
段�

148

化
物
大
江
山�

150

傾
城
水
滸
伝�

154

立
木
の
局
、誤
り
て
妖
魔
を
逃
が
す（
初
編
第
一
）�

154

衣
手
、戸
隠
山
の
鬼
女
を
許
す（
初
編
第
三
）�

159

猿
蟹
遠
昔
噺�

162

浦
島
太
郎
（
渋
川
版
）�

173

作
品
解
説
　
　
176

文
献
調
査
の
方
法
　
　
184

資
料
提
示
の
方
法
　
　
188

く
ず
し
字
一
覧
表
　
　
190

図
版
出
典
　
　
192

本
文
底
本
　
　
193

参
考
・
引
用
文
献
　
　
193

参
考
サ
イ
ト
　
　
194

第
六
章

遊
び
と
創
造
　

　
　
凡
　
例

一
、
本�

文
　
本
文
は
、
巻
末
に
示
し
た
底
本
に
基
づ
き
作
成
し
た
が
、
学
習
の
便
宜
を
考
慮
し
一
部
改
め
た
。

一
、�

脚�

注
　
本
文
の
各
ペ
ー
ジ
下
段
に
は
、
読
解
の
助
け
と
な
る
語
句
の
解
説
を
付
し
た
。
ま
た
、
脚
注
の
末
尾

に
は
、
関
連
す
る
「
作
品
解
説
」
へ
の
参
照
ペ
ー
ジ
を
示
し
た
。

一
、
コ�
ラ
ム
　
各
章
の
末
尾
に
は
、
本
文
の
内
容
か
ら
発
展
さ
せ
た
、よ
り
深
い
学
び
の
た
め
の
コ
ラ
ム
を
設
け
た
。

一
、
巻
末
資
料
　
巻
末
に
は
、
以
下
の
資
料
を
掲
載
し
た
。

　
　
　
・
作�
品
解
説
　
本
書
に
掲
載
し
た
作
品
に
つ
い
て
、
ジ
ャ
ン
ル
、作
者
、成
立
、概
要
を
ま
と
め
た
。

　
　
　
・
文�
献
調
査
の
方
法
　
古
典
文
学
を
さ
ら
に
探
究
す
る
た
め
の
調
査
方
法
を
解
説
し
た
。

　
　
　
・
資
料
提
示
の
方
法
　
探
究
し
た
こ
と
を
適
切
に
伝
え
る
た
め
の
資
料
の
提
示
方
法
を
解
説
し
た
。

　
　
　
・
く�

ず
し
字
一
覧
表
　
同
志
社
大
学
古
典
教
材
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
他 

編
『
未
来
を
切
り
拓
く
古
典
教

材
』
よ
り
転
載
。

　
　
　
・
図�

版
出
典
／
本
文
底
本
／
参
考
・
引
用
文
献
／
参
考
サ
イ
ト
　
本
書
の
作
成
に
あ
た
り
使
用
し
た
底

本
、
お
よ
び
主
要
な
参
考
文
献
、
参
考
サ
イ
ト
の
一
覧
。


